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起点側

A1 A2

終点側

4径間単純ポストテンションT桁橋 3径間単純プレテンションホロー桁 2径間単純プレテンションホロー桁（W=980） 6径間単純RCT桁橋

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13 P14

側面図
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径間長 17890 径間長 17875 径間長 17875 径間長 17875 径間長 17780 径間長 17775 径間長 17775 径間長 17780 径間長 17775 径間長 9025 径間長 9030 径間長 9030 径間長 9030 径間長 9030 径間長 9055

橋長　214600

30 30 30 30 30 30 20 30 30 20 桁長 9000 30 桁長 9000 30 桁長 9000 30 桁長 9000 30 桁長 9000 30 桁長 9000 40桁長 17845 桁長 17845 桁長 17845 桁長 17845 桁長 17750 桁長 17750 桁長 17750 桁長 17750 桁長 17750
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排 水 管 腐 食 排 水 管 腐 食 排 水 管 腐 食 排 水 管 腐 食 排 水 管 欠 損
排 水 管 腐 食

排 水 管 腐 食 排 水 管 腐 食 排 水 管 腐 食 排 水 管 欠 損
排 水 管 腐 食

58
9
0 

t
=
6
0

59
8
0 

t
=
2
0

5
8
9
0
 
t
=
6
0

58
9
0 

t
=
6
0

58
9
0 

t
=
6
0

5
8
9
0
 
t
=
6
0

5
8
9
0
 
t
=
6
0

59
8
0 

t
=
2
0

59
8
0 

t
=
2
0

59
8
0 

t
=
2
0

N = 5  x  8  =  4 0 箇 所  支 承 反 力 ( R j ) = 2 1 1 k N / 支 承

桁下平面図

支 承 塗 替 工

支 承 塗 替 工 支 承 塗 替 工 支 承 塗 替 工

支 承 塗 替 工

塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ 塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ 塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ 塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ 塗 布 型 コ ー テ ィ ン グ

伸 縮 装 置 更 新 工

表 面 保 護 工 < 上 部 工 >

( 外 側 側 面 )

表 面 保 護 工 < 下 部 工 >

表 面 保 護 工 < 下 部 工 >

ひ び わ れ 注 入 工

ひ び わ れ 注 入 工

断 面 修 復 工

再 劣 化 ( 過 年 度 補 修 後 )

ひ び わ れ 注 入 工 , 断 面 修 復 工

再 劣 化 ( 過 年 度 補 修 後 )

ひ び わ れ 注 入 工 , 断 面 修 復 工

再 劣 化 ( 過 年 度 補 修 後 )

ひ び わ れ 注 入 工 , 断 面 修 復 工

補修項目一覧表

補修項目 補修部位 損傷(方針) 摘　要部材工

ひびわれ注入工

橋台・橋脚

再劣化・初期ひびわれ(鋼材腐食進行抑制対策) エポキシ樹脂注入材3種(軟質形)

伸縮装置工 伸縮装置更新工 伸縮ゴム目地部 経年劣化(止水性能回復) 突合せジョイントゴム部再充填(SM工法相当)

排水工
塗装塗替工 排水管 腐食(腐食進行抑制対策) 塗装塗替工(NKさび安定化防錆工法相当)

A1-P4径間

上流側下流側 (桁端部)(支間中央部)

3 0 0 5 5 0 0 3 0 0

6 1 0 0
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5 2 5

G 1

アスファルト舗装
tmin＝100mm

14
1

10
0 5

0

10
0 5

010
0
0

31
0

31
0

85
0

1 . 5 0 0 % 1 . 5 0 0 %

5 2 5

G 5

上流側下流側

P4-P7径間

2 7 5 0 2 7 5 0

4 @ 1 2 6 2 . 5 = 5 0 5 0

3 0 0 5 5 0 0 3 0 0

6 1 0 0
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上流側下流側

P7-P9径間

3 0 0 5 5 0 0 3 0 0

6 1 0 0
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アスファルト舗装
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G 6

2 7 5 0 2 7 5 0

2 . 0 % 2 . 0 %

6 0 6 0

5 5 0 5 @ 1 0 0 0 = 5 0 0 0 5 5 0

上流側下流側

P9-A2径間

3 0 0 5 5 0 0 3 0 0
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上部工断面図

表 面 保 護 工 < 上 部 工 >
表 面 保 護 工 < 上 部 工 >

( 4 径間単純ポストテンション T桁橋 ) ( 3径間単純プレテンションホロー桁) ( 2径間単純プレテンションホロー桁（ W = 9 8 0 ） ) ( 6 径間単純 R C T桁橋 )

ひびわれ注入工

主桁・床版

エポキシ樹脂注入材3種(軟質形)

上部工

塗布型コーティング 支承 劣化進行遅延対策 表層コーティング対策(HBコート相当)支承工

支承塗替工 支承 機能障害の改善 ブラスト処理＋金属溶射支承工

横締定着部 外部劣化因子浸透抑制 ポリマーセメントモルタル

ひびわれ注入工 主桁 外部劣化因子浸透抑制 エポキシ樹脂注入材3種(軟質形)
上部工

断面修復工

径　間

A1～P4

P4～P7

P9～A2 断面修復工 ポリマーセメントモルタル

シラン系表面含浸材 + 亜硝酸リチウム表面保護工

延命対策(再劣化・強度不足)

下部工 断面修復工

表面保護工

再劣化・機能回復(A1～P8)・延命対策(P9～A2)

シラン系表面含浸材 + 亜硝酸リチウム

ポリマーセメントモルタル

塩害進行抑制対策

排水管更新工 排水管 流末処理回復 排水管更新工(塩ビ管)

補修項目 補修部位 損傷(方針) 摘　要部材工

鳥居橋　補修一般図
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1

損 傷 凡 例
ひびわれ(0.2mm未満)

ひびわれ(0.2～1.0mm未満)

ひびわれ(1.0～2.0mm未満)

ひびわれ(2.0～5.0mm未満)

ひびわれ(5.0mm以上)

0.2

0.1

2.0

1.0

5.0

図中の数値は幅×長さ(m)を示す。

変形・欠損

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

剥落・鉄筋露出

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

0.40*0.20

0.40*0.20

0.40*0.20

浮き・剥離

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

変色・劣化

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。 0.40*0.20

ひびわれ(遊離石灰)

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。 0.60

遊離石灰

図中の数値は幅×長さ(m)を示す。 0.03m2-0.30*0.10

錆汁混じり遊離石灰

0.03m2-0.30*0.10

漏水・滞水

0.40*0.20図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

0.40*0.20

防食機能の劣化

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

豆　　　板

0.40*0.20図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

腐食

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

鳥居橋 補修図(その1) S=1:50

鳥居橋 補修図(その1)
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桁下面展開図 P1～P2径間

断面図
( A 1 - P 4 間 )

(上部工： A1～P4径間)

横締定着部想定図
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P 9 P 1 0

0 . 2

< 5 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 2 . 3

< 6 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 2 . 7

< 4 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 0 . 8

0 . 2

2 ) 主 桁 : 浮 き ( 再 )

0 . 2 0 * 0 . 4 5

0 . 3 0 * 0 . 4 0

3 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 3 0 * 0 . 4 0
4 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 2 0 * 0 . 2 0

5 ) 主 桁 : 豆 板

6 ) 主 桁 ： 浮 き ( 再 )
0 . 3 0 * 0 . 4 0

0 . 6

< 7 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 1 . 2

G
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G
3

G
2

G
1

0 . 2

上流側下流側

3 0 0 5 5 0 0 3 0 0

6 1 0 0

G 1

アスファルト舗装
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2 . 0 % 2 . 0 %
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P 1 1P 1 0

0 . 3 0 * 0 . 1 0

7 ) 主 桁 : 浮 き

0 . 20 . 2

< 9 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 0 . 4
< 8 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 1 . 2

0 . 5 0 * 0 . 4 0

8 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 2 0 * 0 . 3 0

9 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 3 0 * 0 . 2 0

1 0 ) 主 桁 : 浮 き

1 1 ) 主 桁 : 浮 き

0 . 2 0 * 0 . 1 0

< 1 1 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 1 . 1

0 . 2

< 1 0 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 0 . 4
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面
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断面図
( P 9 - A 2 間 )

G
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G
1

G
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G
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鳥居橋 補修図(その2) S=1:50

(上部工： P9～A2径間)
鳥居橋 補修図(その2)

桁下面展開図 P9～P10径間

損 傷 凡 例
ひびわれ(0.2mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(0.2～1.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(1.0～2.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(2.0～5.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(5.0mm以上)

図中の数値は長さ(m)を示す。

0.60

0.60

0.60

0.60

0.60

図中の数値は面積(m2)と幅×長さ(m)を示す。

変形・欠損

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

剥落・鉄筋露出

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

0.08m2-0.40*0.20

0.08m2-0.40*0.20

0.08m2-0.40*0.20

浮き・剥離

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

変色・劣化

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。 0.08m2-0.40*0.20

ひびわれ(遊離石灰)

図中の数値は長さ(m)を示す。 0.60

遊離石灰

図中の数値は面積(m2)と幅×長さ(m)を示す。 0.03m2-0.30*0.10

錆汁混じり遊離石灰

0.03m2-0.30*0.10

漏水・滞水

0.08m2-0.40*0.20

腐食

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

0.08m2-0.40*0.20

防食機能の劣化

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

豆　　　板

0.03m2-0.30*0.10図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

桁下面展開図 P10～P11径間
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桁下面展開図 P11～P12径間 桁下面展開図 P12～P13径間

損 傷 凡 例
ひびわれ(0.2mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(0.2～1.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(1.0～2.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(2.0～5.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(5.0mm以上)

図中の数値は長さ(m)を示す。

0.60

0.60

0.60

0.60

0.60

図中の数値は面積(m2)と幅×長さ(m)を示す。

変形・欠損

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

剥落・鉄筋露出

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

0.08m2-0.40*0.20

0.08m2-0.40*0.20

0.08m2-0.40*0.20

浮き・剥離

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

変色・劣化

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。 0.08m2-0.40*0.20

ひびわれ(遊離石灰)

図中の数値は長さ(m)を示す。 0.60

遊離石灰

図中の数値は面積(m2)と幅×長さ(m)を示す。 0.03m2-0.30*0.10

錆汁混じり遊離石灰

0.03m2-0.30*0.10

漏水・滞水

0.08m2-0.40*0.20

腐食

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

0.08m2-0.40*0.20

防食機能の劣化

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

豆　　　板

0.03m2-0.30*0.10図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

P 1 2P 1 1

0 . 3

< 1 3 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 0 . 6

0 . 2

1 3 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 9 0 * 0 . 4 0

1 2 ) 主 桁 : 浮 き

0 . 3 0 * 0 . 1 5

1 4 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 6 0 * 0 . 4 0

1 5 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 3 0 * 0 . 4 0

0 . 2 0 * 0 . 1 0

1 6 ) 主 桁 : 浮 き

1 7 ) 主 桁 : 浮 き ( 再 )

0 . 4 5 * 0 . 2 0

1 8 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 2 0 * 0 . 2 0

0 . 2

< 1 4 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 0 . 6
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桁

< 1 2 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )
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P 1 3

< 1 5 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 0 . 6

0 . 2

0 . 7 0 * 0 . 4 0

1 9 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 6 0 * 0 . 2 5

2 0 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 2

< 1 6 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 0 . 7

0 . 7

< 1 7 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 0 . 7

2 1 ) 主 桁 : 浮 き
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面
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桁
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面
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面
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面

下
面

側
面
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上流側下流側
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6
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8
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8
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0
0

14
0

17
0

5
0

48
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G 2 G 3

断面図
( P 9 - A 2 間 )

G
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G
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G
2

G
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G
4

G
3

G
2

G
1

P 1 2

鳥居橋 補修図(その3) S=1:50

(上部工： P9～A2径間)
鳥居橋 補修図(その3)



工事箇所

図面番号

工　種

種　別

三　　次　　市

名河川
路線

縮 尺 図 示

号

番

13
4

桁下面展開図 P13～P14径間 桁下面展開図 P14～A2径間

損 傷 凡 例
ひびわれ(0.2mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(0.2～1.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(1.0～2.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(2.0～5.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(5.0mm以上)

図中の数値は長さ(m)を示す。

0.60

0.60

0.60

0.60

0.60

図中の数値は面積(m2)と幅×長さ(m)を示す。

変形・欠損

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

剥落・鉄筋露出

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

0.08m2-0.40*0.20

0.08m2-0.40*0.20

0.08m2-0.40*0.20

浮き・剥離

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

変色・劣化

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。 0.08m2-0.40*0.20

ひびわれ(遊離石灰)

図中の数値は長さ(m)を示す。 0.60

遊離石灰

図中の数値は面積(m2)と幅×長さ(m)を示す。 0.03m2-0.30*0.10

錆汁混じり遊離石灰

0.03m2-0.30*0.10

漏水・滞水

0.08m2-0.40*0.20

腐食

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

0.08m2-0.40*0.20

防食機能の劣化

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

豆　　　板

0.03m2-0.30*0.10図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

P 1 4P 1 3

2 2 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 2 0 * 0 . 2 0

0 . 6 0 * 0 . 2 0

2 8 ) 主 桁 : 浮 き

2 . 5 0 * 0 . 3 0

2 9 ) 主 桁 : 浮 き

1 . 4 0 * 0 . 3 5

3 0 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 7 0 * 0 . 4 0

2 7 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 7 0 * 0 . 3 0

2 6 ) 主 桁 : 豆 板

1 . 0 0 * 0 . 1 0

2 5 ) 主 桁 : 豆 板

2 4 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 7 0 * 0 . 3 0

2 3 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 2 0 * 0 . 1 0

側
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下
面

側
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側
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下
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側
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桁

側
面

下
面

側
面

G3
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側
面

下
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側
面

G4
桁

A 2P 1 4

0 . 2

< 1 9 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 0 . 5

< 2 0 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 1 . 2

< 2 2 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 0 . 9

< 2 1 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 0 . 4

0 . 2

0 . 2
0 . 2

0 . 7

0 . 4 0 * 0 . 3 0

1 . 2 0 * 0 . 1 0

3 1 ) 主 桁 : 浮 き ( 再 )

3 2 ) 主 桁 : 浮 き

< 1 8 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 1 . 0

3 4 ) 主 桁 : 鉄 筋 露 出

3 3 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 2

< 2 3 > 主 桁 : ひ び わ れ

L = 0 . 8

0 . 20 . 2

< 2 5 > 主 桁 : ひ び わ れ

L = 0 . 4 3

< 2 4 > 主 桁 : ひ び わ れ

L = 0 . 4 3
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3 5 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 2

< 2 6 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 0 . 3

0 . 4 0 * 0 . 3 0

3 6 ) 主 桁 : 豆 板

3 7 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 4 0 * 0 . 3 0
0 . 4 0 * 0 . 1 0

3 8 ) 主 桁 : 浮 き

0 . 2 0 * 0 . 2 0

3 9 ) 主 桁 : 豆 板

0 . 2

< 2 9 > 主 桁 : ひ び わ れ
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< 3 0 > 主 桁 : ひ び わ れ ( 再 )

L = 0 . 9
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G 2 G 3

断面図
( P 9 - A 2 間 )

鳥居橋 補修図(その4) S=1:50

(上部工： P9～A2径間)
鳥居橋 補修図(その4)



工事箇所

図面番号

工　種

種　別

三　　次　　市

名河川
路線

縮 尺 図 示

号

番

13
5

沓座平面図

1
3
0
0

3
0
0

3
0
0

6800
上流側下流側

支承位置

A
1橋

台
側

P
2橋

脚
側

6505500650

6800

650 5500 650

2254@1262.5=5050225

225 4@1262.5=5050 225支承位置

7
0
0

<31>梁:ひびわれ

L=0.2

40)梁:浮き(再)

W=100

0.2

背面図
5
.
0
%

5
.
0
%

6800
上流側 下流側

6505500650

7
1
7
0

1
8
0
0

4
6
5
0

1
0
0

6
2
0

40)梁:浮き(再)

0.20*0.40

G 1 G 5

G 1 G 5

(P2橋脚側)

P1橋脚

鳥居橋 補修図(その5)

41)梁:浮き 42)梁:浮き

0.50*1.70

正面図

5
.
0
%

5
.
0
%

6800
上流側下流側

6505500650

7
1
7
0

1
8
0
0

4
6
5
0

1
0
0

6
2
0

沓座平面図
1
3
0
0

3
0
0

3
0
0

6800
上流側下流側

支承位置

P
1橋

脚
側

P
3橋

脚
側

6505500650

6800

650 5500 650

2254@1262.5=5050225

225 4@1262.5=5050 225支承位置

7
0
0

背面図

5
.
0
%

5
.
0
%

6800
上流側 下流側

6505500650

850 850

100 100

7
1
7
0

1
8
0
0

4
6
5
0

1
0
0

6
2
0

G 1 G 5

G 1 G 5

(P1橋脚側) (P3橋脚側)

P2橋脚

鳥居橋 補修図(その5) S=1:50

(下部工： P1・P2橋脚)

41)梁:浮き

W=200

42)梁:浮き
W=200

0.30*2.80

1 6 4 0
1 6 4 0

550100 550 100

790850 790 850

550100 550 100

790850 790 850

1 6 4 0 1 6 4 0

損 傷 凡 例
ひびわれ(0.2mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(0.2～1.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(1.0～2.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(2.0～5.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(5.0mm以上)

図中の数値は長さ(m)を示す。

0.60

0.60

0.60

0.60

0.60

図中の数値は面積(m2)と幅×長さ(m)を示す。

変形・欠損

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

剥落・鉄筋露出

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

0.08m2-0.40*0.20

0.08m2-0.40*0.20

0.08m2-0.40*0.20

浮き・剥離

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

変色・劣化

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。 0.08m2-0.40*0.20

ひびわれ(遊離石灰)

図中の数値は長さ(m)を示す。 0.60

遊離石灰

図中の数値は面積(m2)と幅×長さ(m)を示す。 0.03m2-0.30*0.10

錆汁混じり遊離石灰

0.03m2-0.30*0.10

漏水・滞水

0.08m2-0.40*0.20

腐食

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

0.08m2-0.40*0.20

防食機能の劣化

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

豆　　　板

0.03m2-0.30*0.10図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

mailto:2254@1262.5
mailto:4@1262.5
mailto:2254@1262.5
mailto:4@1262.5


工事箇所

図面番号

工　種

種　別

三　　次　　市

名河川
路線

縮 尺 図 示

号

番

13
6

鳥居橋 補修図(その6)

沓座平面図

1
3
0
0

3
0
0

3
0
0

6800
上流側下流側

支承位置

P
2橋

脚
側

P
4橋

脚
側

6505500650

6800

650 5500 650

2254@1262.5=5050225

225 4@1262.5=5050 225支承位置

7
0
0

背面図

5
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%

5
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0
%

6800
上流側 下流側

6505500650

850 850

100 100
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0
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0

G 1 G 5

G 1 G 5

(P4橋脚側)

0.25*1.30

43)梁:浮き(再)

P3橋脚

P3橋脚側 P5橋脚側

7
1
7
0

1
8
0
0

4
6
5
0

1
0
0

6
2
0

157 1571728

1335 13352458

沓座平面図

1
3
0
0

6800
上流側下流側

P
3橋

脚
側

P
5橋

脚
側

6505500650

6800

650 5500 650

225 4@1262.5=5050 225支承位置

背面図

5
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5
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上流側 下流側

6505500650

850 850

100 100

7
2
6
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1
8
0
0

4
6
5
0

1
0
0

7
1
0

側面展開図
(上流側)

G 1 G 5

(P5橋脚側)

9
0

7
2
6
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1
8
0
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4
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5
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1
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7
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3
0
0

支承位置

6
5
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6
5
0

3
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G 1 G 8

3
5
0
3
0
0

4255950425

44)梁:浮き(再)
W=350

<32>柱:ひびわれ

L=0.4

<33>柱:ひびわれ

L=0.3

<34>柱:ひびわれ

L=0.7

0.20.2 0.2
0.90*0.35

44)梁:浮き(再)

900

350

P4橋脚

鳥居橋 補修図(その6) S=1:50

(下部工： P3・P4橋脚)

W=350

20
0

損 傷 凡 例
ひびわれ(0.2mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(0.2～1.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(1.0～2.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(2.0～5.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(5.0mm以上)

図中の数値は長さ(m)を示す。

0.60

0.60

0.60

0.60

0.60

図中の数値は面積(m2)と幅×長さ(m)を示す。

変形・欠損

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

剥落・鉄筋露出

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

0.08m2-0.40*0.20

0.08m2-0.40*0.20

0.08m2-0.40*0.20

浮き・剥離

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

変色・劣化

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。 0.08m2-0.40*0.20

ひびわれ(遊離石灰)

図中の数値は長さ(m)を示す。 0.60

遊離石灰

図中の数値は面積(m2)と幅×長さ(m)を示す。 0.03m2-0.30*0.10

錆汁混じり遊離石灰

0.03m2-0.30*0.10

漏水・滞水

0.08m2-0.40*0.20

腐食

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

0.08m2-0.40*0.20

防食機能の劣化

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

豆　　　板

0.03m2-0.30*0.10図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

mailto:2254@1262.5
mailto:4@1262.5
mailto:4@1262.5


工事箇所

図面番号

工　種

種　別

三　　次　　市

名河川
路線

縮 尺 図 示

号

番

13
7

正面図

P7橋脚側 P9橋脚側

5
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%
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上流側下流側

6505500650
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(1300/2)π

   2042

157 1571728

2325

背面図

P7橋脚側P9橋脚側

6800
上流側 下流側

6505500650

側面展開図
(上流側)

側面展開図
(下流側)(P7橋脚側) (P9橋脚側)

3
8
0
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5
.
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%

5
.
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%

100 100

4
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2
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1
0
0

6
2
0

3
8
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0

3
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0 4
5
2
0

1
0
0

6
2
0

3
8
0
0

0.5
1.5

1.6
1.8

1.7

0.6

1.6

<40>柱:ひびわれ

L=0.6

<39>柱:ひびわれ

L=0.4

<43>柱:ひびわれ

L=0.2

<41>柱:ひびわれ
L=0.7

<42>柱:ひびわれ
L=0.9

<38>柱:ひびわれ
L=0.7

<44>柱:ひびわれ
L=0.3

0.2

<36>梁:ひびわれ

L=0.4

0.15*0.30

46)梁:浮き

<37>梁:ひびわれ

L=0.5

0.2

47)柱:欠損

 W=160
0.10*0.10

49)梁:剥離・鉄筋露出48)梁:浮き

0.15*0.30 0.20*0.70

1.0
<45>柱:ひびわれ

L=1.7

P8橋脚

鳥居橋 補修図(その7)

鳥居橋 補修図(その7) S=1:50

(下部工： P7・P8橋脚)

正面図

P6橋脚側 P8橋脚側

5
.
0
%

5
.
0
%

6800
上流側下流側

6505500650

1
0
0

100 100

1
0
0

157 1571728

2356

側面展開図
(上流側)(P6橋脚側)

4
0
0
0

4
0
0
04

7
2
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1
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6
2
0

4
7
2
0

1
5
0

6
2
0

4
8
7
0

4
0
0
0

1
0
0

7
7
0

0.15*0.40
45)梁:浮き

0.3

<35>梁:ひびわれ

L=0.4

P7橋脚

損 傷 凡 例
ひびわれ(0.2mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(0.2～1.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(1.0～2.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(2.0～5.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(5.0mm以上)

図中の数値は長さ(m)を示す。

0.60

0.60

0.60

0.60

0.60

図中の数値は面積(m2)と幅×長さ(m)を示す。

変形・欠損

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

剥落・鉄筋露出

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

0.08m2-0.40*0.20

0.08m2-0.40*0.20

0.08m2-0.40*0.20

浮き・剥離

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

変色・劣化

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。 0.08m2-0.40*0.20

ひびわれ(遊離石灰)

図中の数値は長さ(m)を示す。 0.60

遊離石灰

図中の数値は面積(m2)と幅×長さ(m)を示す。 0.03m2-0.30*0.10

錆汁混じり遊離石灰

0.03m2-0.30*0.10

漏水・滞水

0.08m2-0.40*0.20

腐食

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

0.08m2-0.40*0.20

防食機能の劣化

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

豆　　　板

0.03m2-0.30*0.10図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。



工事箇所

図面番号

工　種

種　別

三　　次　　市

名河川
路線

縮 尺 図 示

号

番

13
8

正面図

5
.
0
%

5
.
0
%

6800
上流側下流側

6505500650

100 100

4
0
9
0

1
0
0

6
2
0

背面図

6800
上流側 下流側

6505500650

(P8橋脚側) (P10橋脚側)
3
3
7
0

5
.
0
%

5
.
0
%

100 100

4
1
2
0

1
0
0

6
5
0

3
3
7
0

700 700

350

1768.5

700700

1768.5

1.15*0.20

51)梁:浮き

0.2*0.15

P9橋脚

正面図

P9橋脚側 P11橋脚側

上流側下流側

背面図側面展開図
(上流側)

側面展開図
(下流側)(P9橋脚側) (P11橋脚側)

梁:ひびわれ(遊離石灰)(再)充填
L=0.8　写真-【69】

梁:ひびわれ(遊離石灰)(再)充填
L=1.5　写真-【68】

梁:錆汁
0.30*0.15

5
.
0
%

3
0
0

3
0
0

6
1
0

2
1
0 1
0
03
0
0

5170

460 4250 460

160 300 300 160

1
9
5
03
1
6
0

920
3
1
6
0

3
0
0

1
9
5
0

3
0
0

6
1
0

160 600 160
2
1
0 1
0
03
0
0

60 100 60100
梁:ひびわれ(遊離石灰)充填
L=0.5

52)梁:浮き(再)

5
.
0
%

5
.
0
%

920

3
1
6
0

3
0
0

1
9
5
0

3
0
0

6
1
0

160 600 160

2
1
0 1
0
03
0
0

60 100 60100

上流側 下流側

5
.
0
%

5170

4604250460

160300300160

3
0
0

3
0
0

6
1
0

2
1
0 1
0
03
0
0

1
9
5
03
1
6
0

54)梁:浮き(再)

0.40*2.20

53)梁:浮き(再)52)梁:浮き(再)

0.40*0.80 0.40*0.80

825

P9橋脚側P11橋脚側

P10橋脚

正面図

P10橋脚側 P12橋脚側

上流側下流側

背面図側面展開図
(上流側)

側面展開図
(下流側)(P10橋脚側) (P12橋脚側)

5
.
0
%

3
0
0

3
0
0

6
1
0

2
1
0 1
0
03
0
0

5170

460 4250 460

160 300 300 160

1
8
5
03
0
6
0

920

3
0
6
0

3
0
0

1
8
5
0

3
0
0

6
1
0

160 600 160

2
1
0 1
0
03
0
0

60 100 60100

5
.
0
%

920

3
0
6
0

3
0
0

1
8
5
0

3
0
0

6
1
0

160 600 160

2
1
0 1
0
03
0
0

60 100 60100

上流側 下流側

5
.
0
%

5170

4604250460

160300300160
3
0
0

3
0
0

6
1
0

2
1
0 1
0
03
0
0

1
8
5
03
0
6
0

815

P10橋脚側P12橋脚側

金物

0.60*0.60

0.20
55)梁:浮き

0.30*0.30

56)梁:浮き(再)

0.30*0.65

57)梁:浮き(再)

梁:ひびわれ(再)
L=0.7　写真-【80】

0.30*0.80

5
.
0
%

0.20

P11橋脚

鳥居橋 補修図(その8) S=1:50

(下部工： P9・P10・P11橋脚)

P8橋脚側P10橋脚側

側面展開図
(下流側)

4
0
9
0

1
0
0

6
2
0

3
3
7
0

3
0

1750950

4
1
2
0

1
0
0

6
5
0

3
3
7
0

50)梁:浮き

1 8 6

54)梁:浮き(再)

56)梁:浮き(再) 57)梁:浮き(再)

損 傷 凡 例
ひびわれ(0.2mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(0.2～1.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(1.0～2.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(2.0～5.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(5.0mm以上)

図中の数値は長さ(m)を示す。

0.2

0.1

2.0

1.0

5.0

図中の数値は幅×長さ(m)を示す。

変形・欠損

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

剥落・鉄筋露出

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

0.40*0.20

0.40*0.20

0.40*0.20

浮き・剥離

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

変色・劣化

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。 0.40*0.20

ひびわれ(遊離石灰)

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。 0.60

遊離石灰

図中の数値は幅×長さ(m)を示す。 0.03m2-0.30*0.10

錆汁混じり遊離石灰

0.03m2-0.30*0.10

漏水・滞水

0.40*0.20図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

0.40*0.20

防食機能の劣化

図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

豆　　　板

0.40*0.20図中の数値は幅×高さ(m)を示す。

腐食

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

図中の数値はひびわれ幅(mm)を示す。

<46>梁:ひびわれ
L=0.45

鳥居橋 補修図(その8)



工事箇所

図面番号

工　種

種　別

三　　次　　市

名河川
路線

縮 尺 図 示

号

番

13
9

A2橋台
正面図

下流側 上流側

6550

450

6550

5600 950

3050 2550

7
50

1
80

3
00

1
00

0

1
30

0

9
30

7
4
4

6100

65)胸壁:浮き(再) 66)胸壁:浮き(再)

0.10*0.450.25*0.15

68)胸壁:浮き

0.20*0.50

67)竪壁:浮き(再)

0.18*0.35 69)胸壁:浮き(再)

0.30*0.13

P13橋脚

正面図

P12橋脚側 P14橋脚側

上流側下流側

背面図側面展開図
(上流側)

側面展開図
(下流側)(P12橋脚側) (P14橋脚側)

5
.
0
%

3
0
0

3
0
0

6
1
0

2
1
0 1
0
03
0
0

5170

460 4250 460

160 300 300 160

1
6
3
92
8
4
9

920

2
8
4
9

3
0
0

1
6
3
9

6
1
0

160 600 160

2
1
0 1
0
03
0
0

60 100 60100

5
.
0
%

920

2
8
4
9

3
0
0

1
6
3
9

3
0
0

6
1
0

160 600 160

2
1
0 1
0
03
0
0

60 100 60100

上流側 下流側

5
.
0
%

5170

4604250460

160300300160

3
0
0

3
0
0

6
1
0

2
1
0 1
0
03
0
0

1
6
3
92
8
4
9

794

P12橋脚側P14橋脚側

5
.
0
%

58)梁:浮き(再)

0.30*1.00
60)梁:浮き

0.30*0.50

59)梁:浮き(再)

0.30*0.80
61)梁:浮き(再)

0.30*0.50

梁:ひびわれ(遊離石灰)(再)

写真-【87】

63)梁:浮き

62)梁:欠損

0.20*0.40

0.10*0.20

正面図

P13橋脚側 A2橋台側

上流側下流側

背面図側面展開図
(上流側)

側面展開図
(下流側)(P13橋脚側) (A2橋台側)

5
.
0
%

3
0
0

6
1
0

2
1
0 1
0
03
0
0

5170

460 4250 460

160 300 300 160

2
0
4
0

920

2
0
4
0 3
0
0

6
1
0

160 600 160
2
1
0 1
0
03
0
0

60 100 60100

5
.
0
%

920

2
0
4
0 3
0
0

6
1
0

160 600 160

2
1
0 1
0
03
0
0

60 100 60100

上流側 下流側

5
.
0
%

5170

4604250460

160300300160

3
0
0

6
1
0

2
1
0 1
0
03
0
0

2
0
4
0

743

P13橋脚側A2橋台側

5
.
0
%

1
1
3
0

1
1
3
0

1
1
3
0

1
1
3
0

0.2

64)梁:浮き(再)

0.30*0.30

<48>柱:ひびわれ
L=0.7

P14橋脚

鳥居橋 補修図(その9) S=1:50

(下部工： P13・P14橋脚　A2橋台)

60)梁:浮き 58)梁:浮き(再)59)梁:浮き(再)

64)梁:浮き(再)

鳥居橋 補修図(その9)

損 傷 凡 例
ひびわれ(0.2mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(0.2～1.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(1.0～2.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(2.0～5.0mm未満)

図中の数値は長さ(m)を示す。

ひびわれ(5.0mm以上)

図中の数値は長さ(m)を示す。

0.60

0.60

0.60

0.60

0.60

図中の数値は面積(m2)と幅×長さ(m)を示す。

変形・欠損

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

剥落・鉄筋露出

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

0.08m2-0.40*0.20

0.08m2-0.40*0.20

0.08m2-0.40*0.20

浮き・剥離

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

変色・劣化

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。 0.08m2-0.40*0.20

ひびわれ(遊離石灰)

図中の数値は長さ(m)を示す。 0.60

遊離石灰

図中の数値は面積(m2)と幅×長さ(m)を示す。 0.03m2-0.30*0.10

錆汁混じり遊離石灰

0.03m2-0.30*0.10

漏水・滞水

0.08m2-0.40*0.20

腐食

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

0.08m2-0.40*0.20

防食機能の劣化

図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。

豆　　　板

0.03m2-0.30*0.10図中の数値は面積(m2)と幅×高さ(m)を示す。



工事箇所

図面番号

工　種

種　別

三　　次　　市

名河川
路線

縮 尺 図 示

号

番

13
10

施工フロー

注　入

ひび割れ面シール・養生

注入用パイプセット

終　了

パイプ・シール材撤去

ひび割れ部の清掃

開　始

ひび割れ調査

パイプ間隔確認

1 .シール範囲は施工前に下地処理を行うこと。

2 .下地処理後はエアー清掃などで付着した粉塵等を十分除去すること。

注記)

目止めシール材

注入座金 (注入部位 )

注入器

エポキシ樹脂 3種注入材

ひび割れ
注入用座金及び注入器

目止めシール材

ひび割れ

0 . 2 m m以上

2
5
0
m
m
程

度

ひびわれ注入工詳細図

ひ び 割 れ 幅 ｘ 2 0 0

復旧図

（左官工法）

プライマー塗布　

ポリマーセメントモルタル充填

亜硝酸リチウム混入

露出鉄筋 鉄筋防錆材塗布

90mm

1 0 m m

フェザーエッジ対策

断面修復工詳細図

開　始

損傷面のチッピング

鉄筋の錆落とし・清掃

鉄筋表面に防錆材塗布

コンクリート面にプライマー塗布

断面修復材を充填

養　生

鉄筋が露出している場合
鉄
筋
が
露
出
し
て
な
い
場
合

終　了

3 0 m m以上

かぶり

施工フロー

地覆下面

プライマー塗布　

ポリマーセメントモルタル充填

亜硝酸リチウム混入

露出鉄筋 鉄筋防錆材塗布

130mm

7 0 m m以上

かぶり

橋脚梁部

工　　　種

断 面 修 復 工
ポリマーセメントモルタル材
(断面修復材工法規格適合)

仕　　　　様

材 料 表

新旧打継用エポキシ系接着剤相当プライマー

浸透拡散型亜硝酸リチウム
<Co境界面にも塗布>(プロコン40相当)鉄筋防錆材

注 1）上部工 P 9～ A 2径間の R C T桁においては

　　　鉄筋中心かぶり5 0 m m、主筋径φ 2 6 / 2、背面余裕 ( 1 D  ) 2 6 m m程度とし 9 0 m mにて断面修復を施す。

　　　 < 9 0 m m≒ 5 0 m m (かぶり )  +  φ 2 6 / 2  (鉄筋径 )  +  2 6 m m程度 (背面余裕 ) >

注 2）豆板部においては表面塗布修復とし深さを3 0 m m

注）粗骨材は露出しているが、表層の粗骨材

　　をたたいても剥落しない。　 (コンクリート診断技術 )

 →　ポリマーセメント塗布 ( 3 0 m m )

工　　　種

断 面 修 復 工
ポリマーセメントモルタル材
(NEXCO 断面修復材品質規格適合)

仕　　　　様

材 料 表

新旧打継用エポキシ系接着剤相当プライマー

（左官工法）
豆板修復工詳細図

豆
板

延
長

3 0 m m

注 3）下部工 P 9～ A 2径間においては、はつり調査で主筋かぶり厚 5 5 m m、主鉄筋径φ 1 2 m m、

　　　配力筋径φ 6、背面余裕 ( 1 D  ) 6 m m程度とし 8 0 m mにて断面修復を施す。

　　　 < 8 0 m m≒ 5 5 m (かぶり )  +  φ 1 2 +φ 6  (鉄筋径 )  +  6 m m程度 (背面余裕 ) >

注 4）下部工 A 1～ P 9径間においては、現行のかぶり厚および鉄筋径は主筋・配力筋を 2 0 m m程度

　　  と推定し算出する。

　　  かぶり厚 7 0 m m、主鉄筋径 2 0 m m、配力筋径 2 0、背面余裕 ( 1 D  ) 2 0 m m程度と推定し 1 3 0 m m

　　  にて断面修復を施す。

　　  < 1 3 0 m m≒ 7 0 m (かぶり )  +  2 0 m m  + 2 0 m m  (鉄筋径 )  +  2 0 m m程度 (背面余裕 ) >

工　　　種

ひびわれ注入工 エポキシ樹脂(3種)注入材

仕　　　　様

材 料 表

鳥居橋 補修図(その10) S=1:3

鳥居橋 補修図(その10)

 9 .はつり面に凹凸がある場合は既設コンクリート面と

注記）

1 .本図面は、調査結果をもとに作成した図面である。

  その後、鉄筋背面まで隙間なくコンクリートの充填を行うこと。

2 .施工時には、天候に十分注意をすること。

3 .補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って

  確認すること。

4 .はつり後、鉄筋発錆がある場合は、ワイヤーブラシ等で錆を

5 .はつり断面はフェザーエッジを形成しない様、

  注意すること。

8 .防錆材は塗り残しがないよう入念に行うこと。

   修復材との間に空隙が残らない様に適切な処置を行うこと。

  落とし防錆材塗布する。又、必要に応じて鉄筋を交換する。

1 0 .コンクリートのはつり作業時において補修材及び

   はつり殻等の落下を防ぐよう防護すること。

1 1 .表面被覆材塗布前にはケレン処理、高圧洗浄などにより、

   塗布面を十分に清掃し、汚れやエフロレッセンスなど

1 2 .表面被覆材塗布前には C o損傷部は事前に補修を施すこと。

1 3 .表面被覆材は必要塗布量を満たすように塗布すること。

   を除去すること。

7 .ひびわれ注入材は乾燥注入となるため十分に乾燥した状態で注入

  すること。また、遊離石灰にてひびわれが充填されている場合は、

  グラインダー等で表面上の遊離石灰を除去すること。

1 4 .その他予期しない損傷および補修対策を施すことが困難な

   場合は発注者と協議し対策を講じること。
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ゴム劣化取換工法

伸 縮 目 地 材
（ ゴ ム 性 ）

後 打 ち コ ン ク リ ― ト

舗 装舗 装

1 0 1 0X m m

ゴ ム 劣 化 取 換 工 法

舗 装舗 装

1 0 1 0X m m

実 遊 間

バ ッ ク ア ッ プ 材

※
2
0

3
5

施 工 フ ロ ー

既設伸縮目地撤去

充填材料混合攪拌・充填

プライマー塗布

終　了

養　生

開　始

充填完了

※養生は充填完了後

　1時間程度養生

バックアップ材設置

平 面 寸 法

X

P 4 P 5 P 6 P 7 P 1 0 P 1 1 P 1 2 P 1 3 P 1 4

7 0 7 0 7 0 7 0 6 0 6 0 6 0 6 0 8 0

※寸法は地覆部を示す。

S=1/3

上流側下流側

P10-P14

6 1 0 0
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G 1

ゴム劣化取換工
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5

6
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8
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6
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8
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G 4
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7 5 5 7 5 53 @ 1 5 3 0 = 4 5 9 0
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5
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0 17

0

上部工断面図

上流側下流側

P4-P7間

3 0 0 5 5 0 0 3 0 0
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4 2 5

G 1

ゴム劣化取換工
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0
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4 2 5

G 8

2 7 5 0 2 7 5 0

2 . 0 % 2 . 0 %

7 @ 7 5 0 = 5 2 5 0

7 5 7 5

7 0 0 5 0

92
0
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0

S=1:50

鳥居橋 補修図(その11)

鳥居橋 補修図(その11)

1 6 0
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5 5 4 0
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3 2 0
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9 0

3 0 0 3 3 0

8 0

3 3 0 3 2 0
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3 5 0 3 5 0
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3 4 0 3 2 0
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3 5 0 3 2 0

1 0 0

3 5 0

径間長 17890 径間長 17875 径間長 17875 径間長 17875 径間長 17780 径間長 17775 径間長 17775 径間長 17780 径間長 17775 径間長 9025 径間長 9030 径間長 9030 径間長 9030 径間長 9030 径間長 9055

橋長　214600

30 30 30 30 30 30 30 30 30 20 桁長 9000 30 桁長 9000 30 桁長 9000 30 桁長 9000 30 桁長 9000 30 桁長 9000 40桁長 17845 桁長 17845 桁長 17845 桁長 17845 桁長 17750 桁長 17750 桁長 17750 桁長 17750 桁長 17750

320 支間長 17190 335 335 支間長 17175 335 335 支間長 17175 335 335 支間長 17175 335 335 支間長 17080 335 335 支間長 17075 340 340 支間長 17075 335 335 支間長 17080 335 335 支間長 17075 340

起点側

A1 A2

終点側

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13 P14

下流側

上流側

8870 8975

5240 5200 7405

5525 3475

路面平面図

4径間単純ポストテンションT桁橋 3径間単純プレテンションホロー桁 2径間単純プレテンションホロー桁（W=980） 6径間単純RCT桁橋

55
4
0

S=1/300

注記）

1 .本図面は、調査結果をもとに作成した図面である。

2 .施工時には、天候に十分注意をすること。

3 .補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って

  確認すること。

 5 .その他予期し ない損傷および補修対策を施すことが困難な

   場合は発注者 と協議し対策を講じること。

 4 .ブラストおよ び金属溶射時には飛散がないように確実に

   養生し対策を 講じること。
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鋼製支承金属溶射およびゴム支承表面保護対策工
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支 承 反 力

R j = 2 1 1 k N / 支 承

8
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支 承 反 力

R j = 2 1 1 k N / 支 承

支 承 反 力

R j = 2 1 1 k N / 支 承
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5
0

3
5
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7
0
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支 承 反 力

R j = 2 1 1 k N / 支 承

支 承 反 力

R j = 2 1 1 k N / 支 承

P 1 ～ P 3 橋脚 P 4 橋 脚 P 5 ～ P 6 橋脚 P 7 橋 脚 P 8 橋 脚 P 9 橋 脚

鳥居橋 補修図(その12)

鳥居橋 補修図(その12)

径間長 17890 径間長 17875 径間長 17875 径間長 17875 径間長 17780 径間長 17775 径間長 17775 径間長 17780 径間長 17775 径間長 9025 径間長 9030 径間長 9030 径間長 9030 径間長 9030 径間長 9055
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4径間単純ポストテンションT桁橋 6径間単純RCT桁橋3径間単純プレテンションホロー桁 2径間単純プレテンションホロー桁（W=980）

排 水 管 腐 食 排 水 管 腐 食 排 水 管 腐 食 排 水 管 腐 食 排 水 管 欠 損
排 水 管 腐 食

排 水 管 腐 食 排 水 管 腐 食 排 水 管 腐 食 排 水 管 欠 損
排 水 管 腐 食
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N = 5  x  8  =  4 0 箇 所  支 承 反 力 ( R j ) = 2 1 1 k N / 支 承

持 出 し ソ ケ ッ ト

V P 1 0 0 用9 0 ° エ ル ボ

V P 1 0 0 用

塩 ビ 管  V P 1 0 0

L = 3 5 0 m m

5 2 5

1 . 5 % 2 . 0 %

7 5 5
14

0

2 0
0

5 0

3 0 0 1 0 0

1 0
0

5 0

A1-P4径間

1 2 0 1 0 0

1 6 0

17
0

5
0 28

0

　 ( 削 孔 )

φ 1 3 0 程 度

50
0

塩 ビ 管

 V P 1 0 0

3 0 0

塗 装 塗 替 工

P7-P8径間 P14-A2径間
n = 1 4 箇 所 n = 4 箇 所 n = 2 箇 所

排水対策工 S=1:30

2 5 0

1 1 2

11
2

取 付 金 具 V P 1 0 0 用

注）集水口周辺はシーリング処理等

　　で止水対策を講じること。

充 填 材 漏 止 対 策

( シ ー リ ン グ 材 )

2 2 0

6
2

35
0

S=1/300

S=1/5取付け金具詳細図

2
00

9
7.

3
5
.5

9
7.

3
175 5.5

排水管取付け金具

 t=3.5

主桁側

3.5

12
0

φ
1 1 4

2 5 0

施 工 フ ロ ー

既設排水管切断

充填材漏止対策

既設管周辺削孔

排水桝および排水管撤去

排水桝および塩ビ排水管設置

※既設鉄筋を切断しないよう注意

※排水桝は流用

削孔部樹脂充填

※シーリング材処理

※排水桝周り止水処理

使用量 ( g / m 2 ) 塗装間隔

1 2 0

1 2 0

1 2 0

塗料名

1 2 0

素地調整 3種 -

工　程

下塗

上塗

下塗

コーティング剤 (シルコート 0 0 7 R相当 )

さび安定化処理剤 ( N K - 1 0 0 E相当 )

さび安定化処理剤 ( N K - 1 0 0 E相当 )

上塗 コーティング剤 (シルコート 0 0 7 R相当 )

素地調整

塗装塗替工

4 時間以上

1 2時間以上

4時間以上

2 4時間以上

N K さ び 安 定 化 防 錆 工 法 参 照

注）施工前には塩分測定を行い塩分の付着が認められる場合は高圧洗浄後対策を講じる。

mailto:50504@1262.5
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種　別
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号

番
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施 工 フ ロ ー

損傷部の脆弱部の撤去 , 清掃

ローラー等により含浸材塗布(1層目)

シート等による飛散防止養生

終　了

養　生

開　始

ローラー等により含浸材塗布(2層目)

※必要塗布量を満たす

　ように塗布のこと。

亜硝酸リチウム

(塗布量 0 . 3 k g / m 2 )

シラン系表面含侵材

(撥水効果 )

表面含浸工詳細図

ケレンおよび高圧洗浄による下地処理

透水・吸水阻止

既 設 鉄 筋

( 不 動 態 皮 膜 再 生 )

亜硝酸リチウム(塗布量0.3kg/m2)
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（表面含浸工）

注記）

1 .本図面は、調査結果をもとに作成した図面である。

2 .施工時には、天候に十分注意をすること。

3 .補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って

  確認すること。

 4 .表面被覆材塗 布前にはケレン処理、高圧洗浄などにより、

   塗布面を十分 に清掃し、汚れやエフロレッセンスなど

   を除去するこ と。

 5 .表面被覆材塗 布前には C o損傷部は事前に補修を施すこと。

 6 .表面被覆材は 必要塗布量を満たすように塗布すること。

 7 .その他予期し ない損傷および補修対策を施すことが困難な

   場合は発注者 と協議し対策を講じること。
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徒歩作業 橋脚回り足場　＋　橋梁点検車作業 橋梁点検車作業　＋　路下作業（脚立・立ち馬等) 路下作業（脚立・立ち馬等)

7
0
0
0

上流側下流側 (桁端部)(支間中央部)
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お や ご
シ ー ト 張 防 護

吊 り チ ェ ー ン  板 張 防 護 工

シ ー ト 張 防 護 シ ー ト 張 防 護

注記）

1.本図面は、既存資料及び現地寸法調査にて作成した図面である。

2.補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

3.渇水期に施工を施し、施工時には水位等を考慮し足場工法を再検討すること。

  また、アンカー打込みに関しては、既設鋼材との干渉を避け、最小限となるよう

　配慮・検討を講じること。

1 0 0 01 0 0 0 6 8 0 0

S=1/50断面図
( A 1 - P 4 間 )

筋 交 用 単 管
こ ろ ば し 単 管

朝 顔 朝 顔

橋脚回り塗装用吊足場:タイプH

単位 数　量位　置 式

A1-P4径間 92.4m2

備　考

8.800 x 1.500 x 7カ所

橋梁架設工事の積算

シート張防護工

　+ 板張防護工

※ 素 地 調 整 時 は 粉 塵 が 飛 散 し な い よ う に す る こ と 。
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